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1. はじめに 

近年普及しているソーシャル・ネットワーキング・サー

ビスのようなテキストによるコミュニケーションでは，感情

や状況を表現するために顔文字や絵文字が用いられて

いる．本稿では，絵文字と共起する語を用いて絵文字

の意味や使われ方を特定する手法を提案する． 

2. 絵文字 

絵文字とは記号を用いて人の表情などのさまざまな

事物を表現したものである．絵文字は，その用途によっ

て，装飾的，意味的，機能的の 3 種類の用法に分類で

きる[1]．絵文字は絵であるため，使用する人，箇所によ

って意味が変わるという曖昧性があるため，日々絵文字

の意味が変化していると考えられる[2]． 

3. 提案手法 

本稿では，絵文字の意味属性の自動抽出のため，

Twitter から絵文字の使用例を収集し，絵文字を意味ク

ラスタに自動的に分類する手法を提案する． 

3.1 ツイート群の収集  

絵文字使用例とするツイート群は絵文字ごとに収集

する．Twitter は絵文字の検索に対応していないが，異

体字セレクタと呼ばれる文字コードをキーワードに検索

をすることで，異体字セレクタに対応している絵文字を

含むツイートが取得可能である．  

3.2 絵文字の意味クラスタ候補の抽出 

収集したツイート群の文から，キーワードとして名詞，

動詞，形容詞，感動詞を抽出する(表 1)．抽出されたキ

ーワードのうち，別の感動詞のキーワードと半分以上前

方一致する場合は略語であると考え，これらを同じキー

ワードとして統合する．例えば「おは」は「おはよう」に統

合される．抽出されたキーワードのうち，出現頻度の高

い上位 10個のキーワードを意味クラスタ候補とする． 

3.3 意味クラスタの推定 

ツイート群に含まれるすべてのツイートを，ツイートが

含むキーワードに応じて意味クラスタ候補に振分ける．

各ツイートはひとつの意味クラスタにのみ属するものとし，

キーワードを複数含む文は出現頻度が高い意味クラス

タ候補に振分ける(図 1)．  

10 個の意味クラスタ候補のうち，振分けられたツイー

トの数が少ないものは，他の意味クラスタと意味的に同

一である可能性が高い．そのため本稿では，出現回数

に対する振分けたツイートの割合が 25%以上のものを絵

文字に対する意味クラスタとする(図 2)． 

4. 実験結果 

2016 年 12 月 13 日に投稿されたツイートから「☀」が

含まれる 272 文について提案手法を適用して実験し，

本手法による分類と，予め手作業で分類した正解の分

類がどれだけ一致しているかで評価をした(図 3)． 

5. まとめ 

Twitter でも絵文字が複数の意味で使用されているこ

とが確認でき，提案手法の有効性が確認できた． 
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表 1 絵文字を含む文と抽出キーワードの例 

図 1 キーワードへのツイート振分け例 

図 2 意味クラスタ選択の例 

図 3 評価実験の結果 
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